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（
質
問
の 

二
六
）

答

弁

第

二

六

号 

    

衆
議
院
議
員
並
木
芳
雄
君
提
出
駐
留
軍
に
勤
務
す
る
警
備
員
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
第
三
二
号 

昭
和
二
十
八
年
七
月
十
七
日 

衆

議

院

議

長 

堤 
 

康 
次 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

一 

 



一 

芦
屋
米
軍
射
撃
場
日
本
人
警
備
員
の
発
砲
傷
害
事
件
の
事
実 

 

三 

 
 
 
 
 

国
警
本
部
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
五
月
二
十
五
日
午
後
六
時
頃
、
福
岡
県
遠
賀
郡
岡
垣
村
芦
屋
米
軍
射
撃
場
内
に
お
い 

て
、
同
村
居
住
人
夫
畠
中
辰
己(

二
〇
年)

等
約
二
十
名
が
許
可
な
く
立
ち
入
り
、
薬
き
よ
う
し
ゆ
う
集
中
、
米
軍
警
備
員

山
路
薫(

三
九
年)

に
発
見
さ
れ
、
他
の
者
と
と
も
に
逃
走
し
た
が
畠
中
の
み
逃
げ
お
く
れ
、
施
設
内
の
凹
地
に
潜
伏
し
て

お
る
と
こ
ろ
を
再
び
発
見
せ
ら
れ
、
再
三
停
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
逃
走
を
企
て
た
の
で
、
山
路
警
備
員

は
こ
れ
を
追
跡
し
、
後
方
約
六
米
の
と
こ
ろ
か
ら
所
持
せ
る
カ
ー
ビ
ン
銃
を
二
弾
発
射
し
、
一
弾
が
畠
中
の
右
足
首
を
貫

通
し
、
全
治
一
箇
月
下
腿
部
切
断
を
要
す
る
傷
害
を
与
え
た
。 

、
、
、
、
、

加
害
者
山
路
は
、
米
軍
よ
り
日
本
側
警
察
に
引
き
渡
さ
れ
、
同
月
三
十
一
日
殺
人
未
遂
容
疑
を
も
つ
て
福
岡
地
検
小
倉

支
部
に
身
柄
と
と
も
に
送
致
せ
ら
れ
た
。 

一
方
、
被
害
者
畠
中
は
、
退
院
後
刑
事
特
別
法
違
反
並
び
に
窃
盗
未
遂
容
疑
で
送
検
せ
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。 

衆
議
院
議
員
並
木
芳
雄
君
提
出
駐
留
軍
に
勤
務
す
る
警
備
員
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

、 



二 

横
田
米
軍
宿
舎
日
本
人
警
備
員
の
射
殺
事
件
の
結
果 

所
轄
警
察
署
で
沖
倉
警
備
員
を
緊
急
逮
捕
し
て
取
り
調
べ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
米
軍
側
か
ら
同
人
の
行
為
は
正
当
で

あ
る
と
て
釈
放
方
を
要
求
し
た
が
、
十
一
月
九
日
沖
倉
は
東
京
地
検
八
王
子
支
部
に
傷
害
致
死
容
疑
で
起
訴
せ
ら
れ
、
引

き
続
き
公
判
係
属
中
で
あ
る
。 

国
警
本
部
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
十
七
年
十
月
十
九
日
午
前
三
時
三
十
分
頃
、
東
京
都
西
多
摩
郡
福
生
町
横
田
米

軍
宿
舎
附
近
に
お
い
て
、
日
本
人
警
備
員
沖
倉
義
広(

二
七
年)

が
右
宿
舎
を
覗
見
し
て
い
た
同
町
居
住
半
田
友
幸(

二
〇

年)

を
誰
何
尋
問
し
た
と
こ
ろ
逃
走
し
た
の
で
こ
れ
を
追
跡
発
砲
し
て
射
殺
し
た
。 

な
お
、
調
達
庁
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
被
害
者
よ
り
行
政
協
定
第
十
八
条
三
項
に
よ
る
損
害
賠
償
の
請
求
は
い
ま
だ
提
起

せ
ら
れ
て
い
な
い
趣
で
あ
る
。 

当
初
米
軍
側
は
、
本
事
故
は
職
務
執
行
中
の
過
失
傷
害
で
あ
ろ
う
と
弁
護
し
て
い
た
が
、
検
察
当
局
は
実
地
検
証
等
に

よ
り
誤
射
と
は
認
め
難
い
と
の
見
解
を
と
つ
て
い
る
。 

四 

 



 

五 

な
お
、
調
達
庁
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
被
害
者
の
遺
族
か
ら
行
政
協
定
第
十
八
条
に
よ
る
損
害
賠
償
の
請
求
が
な
さ
れ
た

が
、
二
十
八
年
一
月
二
十
八
日
米
軍
側
よ
り
別
途
に
見
舞
金
二
十
万
円
が
支
払
わ
れ
示
談
解
決
し
た
。 

三 

昭
和
二
十
七
年
十
二
月
三
十
日
に
開
催
せ
ら
れ
た
第
三
十
四
回
日
米
合
同
委
員
会
に
お
い
て
、
日
本
人
警
備
員
に
関
す

る
取
極
を
行
つ
た
。
そ
の
内
容
は
米
軍
に
よ
る
武
装
警
備
員
の
雇
傭
は
米
軍
が
使
用
中
の
施
設
、
区
域
内
で
必
要
最
少
限

度
に
と
ど
め
、
武
器
の
使
用
は
、
日
本
国
刑
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
正
当
防
衛
及
び
同
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
緊
急

避
難
に
該
当
す
る
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
限
ら
れ
、
且
つ
、
武
器
の
取
扱
に
関
し
て
は
米
軍
当
局
が
責
任
を
も
つ
て
取

り
締
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。 

前
述
の
二
事
例
に
お
い
て
は
警
備
員
が
何
れ
も
正
当
防
衛
、
緊
急
避
難
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
発
砲
し
た
と
認
め
ら
れ
た
の

で
、
日
本
側
警
察
に
よ
り
逮
捕
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




